
島根大学三瓶演習林における森林地下部バイオマスのインベントリ

目 的
大気中の二酸化炭素濃度の低減のために，森林は吸収

源として機能することが期待されている．しかし，若齢
の人工林を除き，多くの成熟した森林は炭素収支に関し
て中立的であり，炭素のシンクとしてではなくストック
として機能していると考えることが現実的である．
森林生態系の炭素ストックとしての機能を評価するた

めには，森林バイオマスを正確に推定する必要がある．
しかし，森林の地下部については，苅住（１９７９）による
先駆的研究および１９７０年代の国際生物学計画（Ogino

１９７７）において広く調査されて以降停滞していた．
本研究では，島根県下の森林における地下部バイオマ

スを精度よく把握することを目標に，まず小面積の森林
でのバイオマス調査を実施する．スギなど針葉樹人工林
のほかに，広葉樹二次林を構成する，小潅木から中高木
まで，また実生から成木まで，いくつかの生活形と成長
段階を抽出し，さまざまな樹木について地下部バイオマ
スの推定法および特徴を明らかにする．

方 法
島根県大田市および飯南町にまたがって島根大学三瓶

演習林は設定されている．三瓶演習林に生育する広葉樹
二次林と植栽されている針葉樹人工林において調査を実
施した．三瓶演習林は標高約２７０～６４０mに位置し，比較
的狭い範囲に里山に分布する樹種からブナまで多くの樹
種が分布する．
針葉樹を含む１３種を伐倒調査した．合計２８個体を伐

倒後，各個体の地上部と地下部のバイオマスを測定した．
地上部は葉（＋生殖器官），枝，幹の３器官に分けてその
生重量とサイズを測定した．地下部は土壌中に分布する
ため，重機または人力で掘り出した後，高圧洗浄機で土
壌を洗い流し，生重量とサイズを測定した．地上部，地
下部それぞれ一部を採取し，乾燥重量を測定した．
得られたデータをもとに，樹幹直径および地上部高を

パラメータとするアロメトリ式を作成した．また，地上
部バイオマスと地下部バイオマスの比（T/R比）を求めた．
今回の調査で得られたアロメトリ式や T/R比と，既存の
広葉樹長期動態調査林分（葛西ら２００３）のデータから，
森林地下部バイオマスの把握を試みた．

結 果
伐倒した樹木の直径は０．５cmから２２．５cmの範囲に，

樹高は０．６mから１０．８mの範囲にあった．生活形は，落
葉広葉樹が５種，常緑広葉樹が６種，そして常緑針葉樹
が２種であった．これらの樹木より得られた直径（D），
樹高（H），地上部乾物重（kg），地下部乾物重（kg）を利

用し，第１図にあるようなアロメトリ関係が得られた．
D２H（r２＝０．９１２３）と D２（r２＝０．９２５８）を比べると，D２と
の関係式において決定係数が大きかった．

また T/R比は，０＜D２H≦１で３．３±０．５，１＜D２H≦２で
２．６±０．４，２＜D２Hで２．０±０．４となった．

考 察
アロメトリは，その差は大きくないが決定係数が D２H

よりも D２との関係式において高いということは，地上部
材積よりも地上部断面積によって地下部重量が規定され
ることを示している．

T/R比の値が小さな個体で大きく大きな個体で小さい傾
向にあることから，小さな個体はより大きな個体と比べ，
地上部により多くの資源を分配する傾向があると考えら
れる．
これらの結果を広葉樹林で得られた１７００本あまりの樹
木の直径データに当てはめると，地下部重量はアロメト
リ式で２２Mg ha－１，T/R比で４９Mg ha－１であった．
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第１図 D２（●）および D２H（○）と地下部バイオマスのア
ロメトリ
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